
も
、
口
蹄
疫
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
畜
産
農
家

へ
の
経
済
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
農
業
の
安
定
的
経
営
の
た
め
に
、

農
業
基
盤
の
整
備
と
と
も
に
、
認
定
農
業
者
の

更
な
る
育
成
と
集
落
営
農
組
織
の
支
援
を
行
い

ま
す
。
ま
た
環
境
に
配
慮
し
た
環
境
保
全
型
農

業
を
進
め
る
た
め
に
も
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の

普
及
推
進
を
行
い
、
環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　

林
業
は
、
大
津
町
森
林
施
業
計
画
に
基
づ

き
、
水
源
か
ん
養
・
山
地
災
害
防
止
な
ど
の
公

益
的
機
能
の
保
全
に
努
め
、
効
率
的
な
木
材
の

有
効
利
用
と
併
せ
て
適
正
な
森
林
施
業
に
努
め

ま
す
。
町
有
林
は
、
適
正
管
理
を
行
い
、
木
材

を
小
学
校
や
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
公
共
施
設
に
有
効
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
工
業
は
、
雇
用
確
保
や
経
済
的
効
果
な
ど
町

の
発
展
の
た
め
に
は
、
企
業
誘
致
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
引
き
続

き
企
業
の
情
報
収
集
に
努
め
、
積
極
的
に
企
業

誘
致
を
進
め
ま
す
。

　
商
業
と
観
光
は
、
参
勤
交
代
の
宿
場
町
と
し

て
栄
え
た
大
津
の
街
並
み
を
蘇
ら
せ
る
た
め

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
の
支
援
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
、
観
光
物
産
の
振
興
と
大
津
町
の
情

報
発
信
の
た
め
に
、大
津
中
央
バ
ス
停
横
に「
ま

ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
特
産
品
を
使
っ
た
新
商

品
の
開
発
の
調
査
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
法
務
局
大
津
出
張
所
跡
地

に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
施
設
を
整
備
し
、
町

の
歴
史
と
文
化
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た

め
の
活
動
拠
点
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
三
「
未
来
を
拓ひ
ら

く
ふ
る
さ
と
づ
く

り
〜
教
育
・
文
化
の
振
興
〜
」

　　
昨
年
、
策
定
し
た
大
津
町
教
育
基
本
構
想
に

基
づ
き
、
夢
を
持
ち
、
夢
を
育
み
、
夢
を
叶
え

る
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
学
習
支
援
指
導
員
や
特
別
支
援
補
助
員

を
増
員
し
、
学
校
教
育
指
導
員
を
新
た
に
配
置

し
、
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
の
充
実
と
向
上
、

教
育
課
程
の
円
滑
な
実
施
や
授
業
力
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
確
か
な
学
力
の
育
成
の
た

め
、
生
き
た
教
材
で
あ
る
新
聞
を
教
育
の
場
に

活
用
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
事
業
（
※
）
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
、
幼
稚

園
や
保
育
所
、
学
校
を
中
心
に
し
た
連
携
を
図

る
た
め
に
幼
保
小
中
連
携
推
進
協
議
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
４
月
に
は
、
大
津
小
学
校
過
大
規

模
解
消
の
た
め
、
大
津
小
学
校
分
離
校
が
、
美

咲
野
地
内
に
開
校
し
ま
す
。今
後
も
引
き
続
き
、

教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
生
涯
学
習
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
津
ま
ち
お
こ
し
大

学
の
活
動
な
ど
を
通
じ
て
地
域
リ
ー
ダ
ー
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
ス

ポ
ー
ツ
は
、
近
年
の
健
康
志
向
型
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
底
辺
拡
大
を
図
り
、
運
動
公
園
を
活

用
し
て
競
技
力
の
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
と
観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
教
育
委
員
会
に
外
部
評
価
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
事
務
、

事
業
の
点
検
や
評
価
を
行
い
、
町
民
の
視
点
に

立
っ
た
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
人
権
啓
発
は
、
昨
年
度
「
大
津
町
男
女
共
同

参
画
都
市
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
男
女
間
の
暴
力
行
為
、

高
齢
者
へ
の
虐
待
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
わ
る
人

権
侵
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
消

を
図
る
た
め
に
人
権
啓
発
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
四
　「
魅
力
的
で
快
適
な
生
活
環
境

づ
く
り
〜
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
〜
」

　　
地
球
温
暖
化
防
止
や
地
球
環
境
と
共
に
生
き

て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま

す
。
ご
み
の
資
源
化
を
進
め
る
た
め
、
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
定
め
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

ほ
か
に
、
ほ
と
ん
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を

資
源
と
し
て
集
め
、
更
な
る
循
環
型
社
会
の
実

現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
道
路
は
、
県
道
「
西
鶴
中
井
迫
線
」
が
、
今

年
度
中
に
完
成
の
予
定
で
、
ま
た
町
道
本
田
技

研
３
２
５
号
線
に
つ
い
て
も
４
月
か
ら
一
部
供

用
開
始
を
行
っ
て
お
り
、
全
線
早
期
完
了
に
向

け
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
縦
軸
の
道
路

整
備
に
よ
り
、
国
道
57
号
や
都
市
計
画
道
路

「
三
吉
原
北
出
口
線
」
の
東
西
の
道
路
と
併
せ

て
、
通
勤
や
生
活
道
路
と
し
て
交
通
網
の
整
備

が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
身
近
な
道

路
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
車
両

情
報
発
信
と
観
光
の
振
興
の
た
め
に

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備

と
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
整
備
に
努
め

ま
す
。
ま
た
旧
国
道
57
号
沿
い
に
街
路
灯
を
設

置
し
、
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
し
ま
し
た
。

肥
後
大
津
駅
は
、
ま
ち
の
玄
関
口
で
あ

り
、
顔
で
す
。
交
通
の
通
過
点
と
な
る

の
で
は
な
く
「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
、

人
を
呼
び
、
そ
こ
で
交
流
が
生
ま
れ
て

情
報
を
共
有
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
駅
の
南
側
に
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
の
乗
降
場
、
自
家
用
車
駐
車
場
や
駐
輪
場

な
ど
が
あ
る
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
と
、
そ
の
一
角

に
駅
の
南
口
機
能
を
持
つ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
９
月
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
を
交
通
・
観
光
・
情
報

発
信
の
拠
点
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。ま
た
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る「
駅

前
楽
善
線
」
も
、
平
成
26
年
度
末
の
早
期
完
了

を
目
指
し
て
、事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

防
災
は
、
大
規
模
災
害
時
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
ま
し

た
。
今
年
度
に
整
備
す
る「
子
育
て
健
康
広
場
」

を
緊
急
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
活
用
し

ま
す
。
さ
ら
に
駅
北
側
に
あ
る
駅
前
パ
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
防
犯
活
動
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

第
五
「
改
革
と
分
権
の
時
代
の
新
た

な
行
財
政
運
営
〜
行
財
政
運
営
〜
」

　　
地
方
分
権
が
進
み
、
複
雑
多
様
化
す
る
行
政

ニ
ー
ズ
に
素
早
く
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め

に
自
主
的
で
自
立
的
な
行
政
運
営
が
、
行
政
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
大
津
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
理
念

に
基
づ
い
て
、
町
民
と
議
会
、
町
長
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
協
働
で
ま
ち
づ
く
り

に
携
わ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
各
行
政
区
に
役
場
職
員
を
「
地
区
担

当
職
員
」
と
し
て
配
置
し
て
い
ま
す
。
情
報
を

町
民
の
皆
さ
ん
へ
伝
え
、
皆
さ
ん
の
要
望
を

し
っ
か
り
と
把
握
す
る
こ
と
で
情
報
を
共
有
し

た
地
域

づ
く
り

の
支
援

を
行
い

ま
す
。

　

平
成

23
年
度
は
、
第
５
次
大
津
町
振
興
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
は
、
行
政
と
町
民
と
の
共
通
の

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
で
あ
る
成
果
指
標
を
設
定

し
ま
し
た
。
行
政
評
価
と
と
も
に
そ
の
成
果
に

つ
い
て
も
検
証
し
な
が
ら
進
行
管
理
を
行
い
ま

す
。

　
町
の
行
財
政
運
営
も
、
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
大
綱
と
後
期
改
革

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
健
全
財
政
の
運
営
に
努
め

ま
す
。
事
業
の
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、
長

期
的
視
野
に
立
ち
、
将
来
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

　
以
上
が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
私

の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。「
地
域
主
権
」
の

大
き
な
流
れ
の
な
か
で
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
創
意
、
工
夫
を
重
ね
て
、
町
の
振
興
総

合
計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
り
ま
す

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
元
気　
大
津　
人
と
自

然
に
や
さ
し
い　

心
か
よ
い
あ
う　

ま
ち
」

の
実
現
の
た
め
、
全
力
で
各
種
施
策
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（N

ew
spaper in Education

）

と
は
、「
教
育
に
新
聞
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
学

校
な
ど
で
新
聞
を
教
材
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
で
す
。
実
践
指
定
校
は
５
３
３
校
（
平
成

22
年
）
あ
り
、
全
国
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

第
５
次
大
津
町
振
興
総
合
計
画
の

後
期
計
画
を
ス
タ
ー
ト

 

駅
の
南
側
に
、
南
口
機
能
を
持
つ

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
９
月
に

て
い
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
大
綱
と
後
期
改
革

大
津
町
振
興
総
合
計
画

第
５
次

ー後期
基本計

画ー

大津町

計画期
間　平

成23
年度～

平成2
7年度

55年目の
設計図

↑肥後大津駅南側のイメージ

↑まちづくり交流センターの完成図
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